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Input 「凝り」をほぐす ～目的を問い直す～

■「凝り」をほぐし、「月曜日に行きたくなる学校」へ
～働き方改革リフレッシュサマーセミナーレポート！～

8月21日、信州大学松本キャンパスで「働き方改革リフレッシュサマーセミナー」を開催しました。
講師に荒井英治郎氏（信州大学）、若林健治氏（ （株）先生の幸せ研究所）を迎え、県内の教職員や
事務職員、教育委員会関係者など30名余が参加しました。「子どもも大人も月曜日に行きたくな
る学校」をテーマに、和やかな雰囲気の中で対話や交流を通して、学校現場にある思考や関係の
「凝り」をほぐし、本来の目的を問い直すワークショップを行いました。
本号では、セミナーの様子や行ったワークショップを紙上にて紹介します。

例えば、宿題の目的を「学力を定着させること」ではなく、「生涯にわたって学び続け
られる子どもを育てること」としたら？、生活指導の目的を「学校が荒れないように
徹底すること」ではなく、「自己指導能力を高め自らが判断できるようにすること」と
したら

清掃の目的を、「毎日掃除をすること」ではなく「学校をきれいに保つこと」とした
ら？
行事の目的を「例年通り実施すること」ではなく「誰のために行うのか」が目的だと
したら？
最上位の目標が「自立した学び手」と考えた時、そのために何ができるか
目的を問い直すことで、新しい選択肢が見えてくる

１ 自分を見つめ直す

提出の徹底

一律の宿題

共有や提案

学びたいことを学ぶ

before

after

校則の徹底

厳しい指導

ルールメイキング

生徒支援

セミナーでは、「学校改革の第一歩は、思考や関係性の「凝り」をほぐすこと」という話がありました。
大切なのは、「誰のために、何を実現するために行うのか」を問い直すこと。
例えば、最上位目標を「自立した学び手の育成」と考えたとき、「宿題」や「生活指導」の在り方や意味
付けは大きく変わります。「清掃」や「学校行事」についてはどうでしょうか。大切なのは、今のやり方を
守ることではなく、子どもの学びや成長につながる目的を見失わないことです。
目的を問い直すことは、単に仕事を減らすためではありません。子どもの学びの充実や教職員の働き
がいにつながる、本当に大切な取組に時間と力を注ぐための第一歩です。その結果として、ときには
「当たり前をやめる」という選択肢も必要です。

最上位目標：自立した学び手の育成

基礎学力の定着 荒れないように徹底

生涯にわたり学び続けられる子の
育成

自己指導能力を高め
自ら判断ができる子の育成

自立した学び手の育成

✐宿 題

学校への適応を重視

生活指導

✐宿 題 生活指導

【講師 若林さんのお話から】

学校改革の第一歩は、思考や関係性の「凝り」をほぐすこと。大切なのは、「誰のため
に、何を実現するために行うのか」を問い直すこと。
例えば、最上位目標を「自立した学び手の育成」と置けば、「宿題」や「生活指導」の意味

やあり方も変わってくる。大切なのは、今のやり方や当たり前を守ることではなく、その目的
を実現するために何が必要かを考えること。目的を問い直すことは仕事を増やすためで
はない。本当に必要なことを見極め、よりよい方法を選び取るための第一歩。そのために、と

きには「当たり前をやめる」という選択も生まれてくる。



はたらきかた改革通信 2026 #03「凝り」をほぐし、月曜日が少し楽しみになる学校へ働き方改革リフレッ
シュサマーセミナー開催！「ちょっと立ち止まって、働き方を見つめ直す夏。」
8月21日、信州大学松本キャンパスを会場に、「働き方改革リフレッシュサマーセミナー」を開催しました。
県内の教職員、事務職員、教育委員会関係者など約50名が参加し、「子どもも大人も月曜日から行きたくな
る学校とは何か」をテーマに対話と交流を行いました。
第1号・第2号からの続き第1号では、なぜ働き方改革は悩ましいのかをテーマに、学校改革を阻む「6つの枷
（かせ）」を取り上げました。第2号では、先生方の忙しさの正体は何かを探り、「思考の凝り」と「関係の
凝り」という視点を紹介しました。
そして今回のサマーセミナーでは、「では、どうすれば凝りをほぐせるのか？」を参加者みんなで考えまし
た。キーワードは「目的を問い直す」セミナーで繰り返し語られた言葉です。

学校みんなで考えた改善アイデア
後半は、参加者全員によるワークショップ。学校裁量でできることをテーマに、たくさんのアイデアが出さ
れました。時程の見直し電話受付を16:50で終了登校時刻を遅らせる欠席連絡のDX化フレックスタイム導入日
課の見直し清掃の見直し清掃週2回ルンバ導入モップ活用清掃時間短縮行事の見直し文化祭のスリム化卒業文
集の見直し宿泊学習の再設計子ども主体の行事づくりチームで支える学校へ複数担任制学年担任制校務分担
の見直し地域人材・ボランティア活用会議改革ペーパーレス化情報共有のDX化議題の精選
ワークショップ型の話し合い印象に残ったこと多くのアイデアは、「新しいものを増やす」ではなく「本当
に必要なのかを問い直す」ことから生まれていました。まさに、第2号で紹介した「当たり前」を問い直す実
践だったように思います。今月のひとこと「やる気が出たらやる」のではない。「やってみるから、やる気
が出る。」セミナーでは、まず小さな一歩を踏み出すことの大切さが語られました。編集後記働き方改革は、
早く帰ることが目的ではありません。会議を減らすことが目的でもありません。子どもと向き合う時間。仲
間と語り合う時間。挑戦する時間。そんな「創造的余白」を生み出していくことが目的です。そして、その
先に目指すのは、子どもも大人も月曜日から行きたくなる学校参加者の皆さんとともに、その一歩を考える
夏となりました。

紙上Workshop体験１【自分編】

「凝り」をほぐす ～自分の理想の一日を思い描いてみましょう～

「マイタイム」を実現させるためのTips
探し物を減らす。（紙、デジタルデータ共に）
朝に計画を立てる。
ゴールデンタイムを活用する。
時間を区切る。（タイムプレッシャー）
抱え込まず委ねる。徐々に渡すところを増やす。
まず行動してみる。

自分たちでできることから始める

「やる気が出たらやる」ではない。
「やってみるからやる気が出る」。

あなたがときめく「マイタイム」は？

1 今の働き方は何点？
～自己採点してみましょう～

2 あなたがときめく「マイタイム」
は何か？～自分を見つめ直す～

4 理想の一日を描く

「マイタイム」とは、あなたにとって「好きなこと
や大切にしたいこと、もっと時間をかけて取り
組みたいことに使う時間」のことです。そんな
「マイタイム」を書き出してみましょう。すべて埋
めめなくてもOKです。）

プライベー
ト（LIFE）の
うち、実現
したいこと
ベスト３を
挙げてみま
しょう。

評価の物差しは人それぞれ。早く帰れることを大
切にする人もいれば、やりがいや挑戦の機会を重
視する人もいます。同じ学校で働く同僚であって
も、捉え方は異なります。だからこそ、改善を進め
るときには、まず相手がどんな価値観や物差しで
現状を見ているのかを知ることが大切です。

5 「マイタイム」プレゼン！

3 実現したい「マイタイム」ベスト3！

「マイタイム」を取り入れた理想の一日を描いて
みましょう。

「マイタイム」を取り入れた理想の一日は、どうす
れば実現できますか？

実施日
そのための
時間術

協働者 実行

例）
10月22日

• 帰る時間に
アラームセット

小野さん
中野さん

印 刷 配 布 す る な ど し て 、 各 校 で ご 活 用 く だ さ い 。

「やる気が出たらやる」ではなく、 「やってみるからやる気が出る」。まずはやってみることが変化への第一歩です。
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はたらきかた改革通信 2026 #03「凝り」をほぐし、月曜日が少し楽しみになる学校へ働き方改革リフレッシュサマーセミナー開催！「ちょっと立ち止まって、働き方を見つめ直す夏。」
8月21日、信州大学松本キャンパスを会場に、「働き方改革リフレッシュサマーセミナー」を開催しました。県内の教職員、事務職員、教育委員会関係者など約50名が参加し、「子どもも大人も月曜日
から行きたくなる学校とは何か」をテーマに対話と交流を行いました。
第1号・第2号からの続き第1号では、なぜ働き方改革は悩ましいのかをテーマに、学校改革を阻む「6つの枷（かせ）」を取り上げました。第2号では、先生方の忙しさの正体は何かを探り、「思考の凝
り」と「関係の凝り」という視点を紹介しました。
そして今回のサマーセミナーでは、「では、どうすれば凝りをほぐせるのか？」を参加者みんなで考えました。キーワードは「目的を問い直す」セミナーで繰り返し語られた言葉です。

学校みんなで考えた改善アイデア
後半は、参加者全員によるワークショップ。学校裁量でできることをテーマに、たくさんのアイデアが出されました。時程の見直し電話受付を16:50で終了登校時刻を遅らせる欠席連絡のDX化フレックス
タイム導入日課の見直し清掃の見直し清掃週2回ルンバ導入モップ活用清掃時間短縮行事の見直し文化祭のスリム化卒業文集の見直し宿泊学習の再設計子ども主体の行事づくりチームで支える学校へ複数
担任制学年担任制校務分担の見直し地域人材・ボランティア活用会議改革ペーパーレス化情報共有のDX化議題の精選
ワークショップ型の話し合い印象に残ったこと多くのアイデアは、「新しいものを増やす」ではなく「本当に必要なのかを問い直す」ことから生まれていました。まさに、第2号で紹介した「当たり前」
を問い直す実践だったように思います。今月のひとこと「やる気が出たらやる」のではない。「やってみるから、やる気が出る。」セミナーでは、まず小さな一歩を踏み出すことの大切さが語られまし
た。編集後記働き方改革は、早く帰ることが目的ではありません。会議を減らすことが目的でもありません。子どもと向き合う時間。仲間と語り合う時間。挑戦する時間。そんな「創造的余白」を生み
出していくことが目的です。そして、その先に目指すのは、子どもも大人も月曜日から行きたくなる学校参加者の皆さんとともに、その一歩を考える夏となりました。

第4号はワークショップ紹介！（紙上ワークショップ）

学校みんなで考えた改善アイデア後半は、参加
者全員によるワークショップ。
学校裁量でできることをテーマに、たくさん
のアイデアが出されました。
★時程の見直し
★日課の見直し
★電話受付を16:50で終了
★登校時刻を遅らせる
★欠席連絡のDX化
★フレックスタイム導入
★清掃の見直し清掃週2回ルンバ導入モップ活用
清掃時間短縮行事の見直し文化祭のスリム化卒
業文集の見直し宿泊学習の再設計子ども主体の
行事づくりチームで支える学校へ複数担任制学
年担任制校務分担の見直し地域人材・ボラン
ティア活用会議改革ペーパーレス化情報共有の
DX化議題の精選
ワークショップ型の話し合い
セミナーのワークショップでは、印象に残った
こと多くのアイデアは、「新しいものを増や
す」ではなく「本当に必要なのかを問い直す」
ことから生まれていました。既出のアイデアも
ありますが、なかなか実行に移すことができな
いことも改めて浮かび上がりました。

自分たちでできることから始める「やる気が出たらやる」のではなく、「やってみるからやる気が出る」

あなたがときめく「マイタイム」は？
紙上Workshop体験Ⅱ【学校編】

「凝り」をほぐす ～学校の当たり前を問い直す～

1 アイデア出し

「お題」について、学校で取り組むことができそうなもの
を付箋にそれぞれ書きだします。

例）

時程の
見直し
（名前）

例）

子ども主体の
行事
（名前）

2 テーマ（チーム）を選ぶ

① 書き出した付箋をテーマ
ごとに模造紙に貼り分類
します。

② ギャラリーウォークでアイ
デアを見ます。

③ テーマを選びます。

3 チームを決めて、ワークシートを使ってリデザイン＆全体共有

【テーマ出しの例】
1 時程 ２ 宿題
３ ○○指導 ４ 担任制
５ 校内研究 ６ テスト
７ 行事 ８ 部活動
９ その他 など

【①現在の手段】

【③新たな手段】

【④実行計画表】

※本ワークシートは「（株）先生の幸せ研究所」の許可を得て
   作成・使用しています。

付箋（職員分）や模造紙（テーマ数分）をご準備いただき、各校でご活用ください。

【お題】
創造的余白を○○学校で増やすために、
みんなで取り組めそうなことは？

価値 内容

プロジェクト名 メンバー

【②手段の提案】

効果（低）

難易度
（難）

効果（大）

難易度
（易）

• みんな（子ども/保護者等/教員）にとって、納得のいく手段
なっていますか？

・担当者の負担が配慮されていますか？

内容 日付 担当
チェ
ック

配慮点

校内で提案する日

外部に共有する日
（保護者や教委など）

試行実施する日

振り返る日
（改善点を挙げるなど）

本運用の日

・だれにとってどんな「価値」があるか？
この手段の「課題」はなにか？

✐同じテーマの先生方とワークシートを囲み、意見交換しながら創造的余白を生み出すための作戦を考えます。

「やる気が出たら」ではなく、「まずやってみる」。その一歩が次の力になります。

実際のワークショップでは、時程や日課の見直し、行事の再設計等、学校裁量でできることに多くのアイデアが出されました。

活
用
例

https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/kyoshokuin/index.html
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